
TCK12207013402.pdf (0 - 7 m) 1/1 ページ

ボーリング柱状図
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栃木県大田原土木事務所 2010-09-21 ～ 2010-09-30
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0.0～0.80m礫混じり粘性土、上部
と下部に木根を含む。

0.80～2.50m礫混じり砂質土。
細礫を多く含む。φmax3cm。
最下部に木片を含む。

中粒砂岩。
所々細かい割目が多い。

2.50～3.50mは全体に細かい割目
が多く、割目沿いは風化している
。
4.90mの割目に黄鉄鉱がみられる
。2.7m、3.9m付近に頁岩を挟む。
頁岩は細かい割れ目が多い。

細かい割目多く、割目沿いに粘土
化。

細かい割目が多い。上位との傾斜
30°。
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